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【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号  ２５-１-０６９ 

補助事業名  平成２５年度 国内スポーツ競技力向上のための事業 補助事業業 

補助事業者名  特定非営利活動法人 スポーツコミュニティー軽井沢クラブ 

 

１ 補助事業の概要 

（１） 事業の目的 

家族連れや初心者から上級サイクリストまでの幅広い参加対象者に対して、軽井

沢の持つ自然の素晴らしさや整備された自転車専用道路、さらにサイクリングの原

点である“自然のなかを走る気持ちよさ”をアピールすることで、自転車愛好家の

裾野拡大に貢献するとともに、大会の規模や中身の充実をはかり、宿泊滞在者の確

保、閑散期の集客活性にも繋げてまいりたいと思います。 

中期的な展望になりますが、地元競輪選手、競輪競技、サイクルロードレースな

どの認知度を向上させ、サイクルスポーツ全般の発展に資することを目的としてお

ります。 

 

（２）実施内容 

グランフォンド軽井沢２０１３の開催 

 ２０１０年からはじまった「グランフォンド軽井沢」（※注）は、群馬県長野原町、 

同嬬恋村、長野県東御市、同小諸市、同佐久市、同御代田町、同軽井沢町の、県を 

またがる７市町村の連携により実現しました。 

軽井沢を起点とし、浅間山を中心とした約１２５キロのコース設定と、２，３０

０メートルを超える標高差など、名実ともに国内最高峰の自転車の祭典への発展を

目指しています。本格的なロングライドに加え、各所に設けられたエイドステーシ

ョンをめぐり、高原のグルメを楽しみながらめぐる「グルメフォンド軽井沢」や、

公道のタンデムサイクリングを満喫できる「タンデムフォンド軽井沢」なども同時

開催されるなど、初夏の高原でビギナーや家族連れも参加することのできるイベン

トとして、多くのお客さまが参加できることが、このサイクルイベントの特長です。 

また、スタートゴール会場となる軽井沢プリンススキー場駐車場には特設ステー

ジを設けるなど、観客動員も積極的に行うほか、初年度よりインターネットによる

ライブ中継も行っており、国内外への情報配信にも積極的に取り組んでいます。世

界的なブームに後押しされる形で、国内でも自転車愛好家は１，５００万人を超え

たとされていますが、「グランフォンド軽井沢」では今後、毎年多くの観客がこの地

域に集う、国際的な自転車催事へと成長させてゆく計画です。 

 

http://granfondo-karuizawa.com/
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２ 予想される事業実施効果 

  自転車のもつ環境にやさしいイメージを強く打ち出したサイクリングイベント 

を、国際的な保健保養地である軽井沢で開催することによって、地域内外にお 

ける自転車愛好家や競技者の裾野を広げるとともに、参加者および地域住民へ 

の自転車活用を促す効果があったものと考えております。 

 

 

 

 

３ 本事業に係る成果物 

パンフレット 

ポスター 

大会プログラム 

事業報告書 

 

 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

  ありません。 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名：特定非営利活動法人 スポーツコミュニティー軽井沢クラブ  

住  所：389-0113 

       長野県北佐久郡軽井沢町大字発地1157-6 

代 表 者：理事長 長岡 秀秋（ナガオカ ヒデアキ） 

担当部署：事業推進部(ジギョウスイシンブ) 

担当者名：小崎 陽一郎（オザキ ヨウイチロウ） 

電話番号：0267-44-6680 

F A X：0267-44-6681 

E - m a i l：info@karuizawaclub.ne.jp 

U R L：http://www.karuizawaclub.ne.jp/ 

 

http://www.b-break.com/sckc_real/admin/press/img/67_1.pdf
http://www.b-break.com/sckc_real/admin/press/img/68_1.pdf
http://www.b-break.com/sckc_real/admin/press/img/70_1.pdf
mailto:info@karuizawaclub.ne.jp
http://www.karuizawaclub.ne.jp/
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グルメフォンドにはご家族連れも多数参加 

軽井沢のご当地キャラ、ルイザちゃんも応援 

H25.6.1-2 グランフォンド軽井沢２０１３ 大会実施画像 

台湾からは 30 名が参加 

マイタンデムでエントリーの参加者 準備体操 
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グルメフォンドスタート前 旧三笠ホテルで記念撮影 

グルメフォンド～第 1 エイドでひと休み 

グルメフォンド唯一の難所 
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グルメフォンド第 2 エイド 軽井沢アイスパーク（奥は通年型カーリング施設） 

コース要所に設置された案内看板 

ゴールシーンでは MC が会場を盛り上げました ステージにて記念撮影 
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オフィシャルメカニック 

RING!RING!プロジェクトバナー 完走証 

コースマップ 

受付にて完走証発行 
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大会受付スタッフ グランフォンド随走ライダーの面々 

グランフォンド軽井沢スタート前 スタート 3km 地点から厳しい上りが始まる 

白糸ハイランドウェイは車輛規制区間 白糸ハイランドウェイは車輛規制区間 
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第 2 エイドまでもう少し コース最高地点手前のキツイ登り坂 

第 2 エイドは東海大学嬬恋研修センター 
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第 3 エイドには上田市のご当地キャラも登場 第 4 エイドは信州青少年の家 

チームメートと一緒にゴール メイン会場は大賑わい 

参加賞 全コース走破 


